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■ 夏の高校野球

連日熱戦が続いている「第１０１回全国高等学校野球選手権福島大会」ですが、７月１２日

（金）には、あいづ球場にて川俣・梁川連合チーム対喜多方桐桜の試合が行われました。

両チームの先発メンバー 試合前のあいさつ 連合チームのエース

川俣５名、梁川６名、計１１名 川俣の斎藤緑君

の連合チーム

一塁を守る梁川のキャプテン 梁川の保護者、生徒 川俣・梁川のベンチ

佐藤亜月君 川俣の保護者による応援団

山岸柚心君のバッティング ライトを守る霜山那音君 佐藤遥斗君のバッティング



４番佐藤肇城君のバッティング 一塁コーチャーの真下陽生君 佐藤亜月君のバッティング

霜山那音君のバッティング 佐藤遥斗君の送球 佐藤肇城君の送球

二塁をうかがう山岸柚心君 真下陽生君のバッティング レフトを守る山岸柚心君

円陣を組む内野陣 ０－２の惜敗 あいさつをしベンチ

に引き揚げる選手

連合チームとは思えないチームワークのよさで、よく守り、あと一本でればという見せ場をつく

りましたが、惜しくも敗れました。３年生の選手の皆さん、お疲れ様でした。


